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する)、ヒ ップラ イン (以下 HLとする)の水
平断面重合図を示す。また、表 1に、 |立12で
示した水平断而形状における而樹、問問長 (周
任) 、 幅径(左右径)、)，/符(前後任)、偏、I~本 (幅
経/)亨径)を示す。
BLについて、キプリスと ドレスフォームに



















キプリス 9AR BL 55545.49 
WL 31724.32 
HL 64253.28 
ドレスフォーム 10MISS BL 55679.34 
WL 29139.53 
HL 63319.29 






図2. ボディの水平断面図 (Bし Wし HL)
周囲長(聞) 掴径 (mrn) 厚径 (mrn) 個平宰*(-) 
884.12 301.30 216.47 1.39 
639.16 213.83 180.04 1.19 
921.72 323.65 232.20 1.39 
876.59 293.54 217.97 1.35 
613.90 211.39 170.27 1.24 
912.83 320.92 237.82 1.35 
868.08 293.27 213.25 1.38 
650.68 229.81 172.79 1.33 































J~ u:f，I: {-)(学家政学部紀妥当~ 60 IJ (2014) 
Bしとのl侃献の足がj，iも大きくなっている。 ド
レスフォームは後部側l師で背中14・!陶申Mライン
( 3 )とBしのl而制の疋はみられるが、他の 2
体と比較するとー砕1(同ei主が小さい。フェアレ
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